
図号 図名 図号 図名

1 １工区　平面図 1 修繕対策工平面図

2 １工区　縦断図・横断図・標準断面図 2 構造図（1/2）

3 １工区　構造図（1/2） 3 構造図（2/2）

4 １工区　構造図（2/2） 4 補修詳細図（1/3）

5 （参考図）１工区　施工計画図 5 補修詳細図（2/3）

6 補修詳細図（3/3）

6 ２・３工区　平面図

7 ２・３工区　縦断図・標準断面図

8 ２・３工区　横断図

9 ２・３工区　構造図

10 （参考図）２・３工区　施工計画図

全１６葉 ※（参考図）については、参考図書扱い

図　面　目　録
川上川外砂防設備修繕工事（補助）

川上川（東伯郡湯梨浜町川上、麻畑） 急傾斜地崩壊対策施設修繕（倉吉市関金町山口地区）
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図　　号

単　　位縮　　尺

位　　置

図　　名

河　川　名

1：200 M

鳥取県中部総合事務所県土整備局

世界測地系

ブロック積 L=7.0 0.5

左岸下段部護岸工 L=7.8

L=2.0

1号小口止

すりつけ工(練石積)

本堤嵩上工N=１箇所
4号天端コンクリート      L=2.0

2号天端コンクリート 3号天端コンクリート

N=1箇所

1号基礎コンクリートL=5.7

L=3.4 L=3.6

L=1.5

左岸上段部護岸工 L=5.5

N=1箇所

ブロック積 L=3.9
1.3
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2号小口止

縦排水路(B600×H600)N=１箇所

1号天端コンクリート L=3.9

すりつけ工(練石積)4号天端コンクリートL=1.5
すりつけ工(練石積)4号天端コンクリートL=2.1

1号基礎コンクリート L=5.1

コルゲートフリュームA-600×600、L=2.0

4号天端コンクリート L=2.0

2号基礎コンクリート L=2.0

練石積工、L=2.0、A=3.1m2

A=19.2m2

A=8.0m2

水叩コンクリートV=10.7m3

復旧延長 L=9.6m

寄せ石 V=1.6m3

※A3版縮小率50％  

現況垂直壁

現況床固工

N=9個

根固めブロック(1t、平型)

2号基礎コンクリート L=0.5

2号基礎コンクリート L=0.6

川上川外砂防設備修繕工事（補助）

川上川（１工区）

平面図

東伯郡湯梨浜町川上

令和８年度施行

起工 R8
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鳥取県中部総合事務所県土整備局
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起工 R8

川上川（１工区）

川上川外砂防設備修繕工事（補助）

令和８年度施行
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胴込コンクリート
σck=18N/mm2

裏込砕石
RC-40

2号(3号)天端コンクリート
σck=18N/mm2

ブロック積(左岸上段部)標準図

S=1:50

ブロック積(左岸下段部)標準図

S=1:50

2号小口止
S=1:50

1号小口止
S=1:50

名　　称 規　　格 数　　量単位
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m2

1箇所当たり　

コンクリート
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σck=18N/mm2 0.961
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材料表
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正面図
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・護岸には、護岸高変化箇所に伸縮目地を設置する。目地には目地材
　(瀝青質目地板厚10mm等)を入れる。
・護岸の水抜きは、2.0m2に1箇所の割合で設置する。水抜き孔は、
　外形φ60mm、厚1.8mmの塩ビパイプ(Vu-φ50)を標準とする。
　なお水抜き孔からの裏込土流出を防止するため、護岸背面のパイプ
　端部に吸出防止材(150×150mm)を設置する。

【ブロック積護岸の留意事項】
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河　川　名

構 造 図 (1/2) 

東伯郡湯梨浜町川上

図示 M・MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局
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ブロック積(左岸上段部)展開図
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※A3版縮小率50％  

東伯郡湯梨浜町麻畑

全　１０　葉中の内  ７
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裏込砕石(RC-40)充填

護岸吸い出し部

河床盛土(栗石)

φ200内外(現地採取)

小口止

すりつけ工(練石積)

底張コンクリート(t=20cm)

均しコンクリート(t=10cm)

底張コンクリート(t=20cm)

均しコンクリート(t=10cm)

河床盛土(栗石)

φ200内外(現地採取)

根継工(一法型)

標準断面図
S=1:50

DL=265.00

DL=260.00

▽平均河床高

▽平均河床高

下流側区間（２工区）

上流側区間（３工区）

起工 R8

令和８年度施行

川上川外砂防設備修繕工事（補助）

川上川（２工区、３工区）
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東伯郡湯梨浜町麻畑
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起工 R8

川上川（２工区、３工区）

川上川外砂防設備修繕工事（補助）

令和８年度施行
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全　１０　葉中の内  ９
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すりつけ工(練石積)展開図
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※帯工は左右の既設護岸に確実に密着させるものとし、
　正面寸法は既設護岸の状況に応じて調整すること
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起工 R8
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川上川外砂防設備修繕工事（補助）

令和８年度施行
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東伯郡湯梨浜町麻畑

全　１０　葉中の内  １０

工事用盛土(流用土)

工事用盛土(流用土)

工事用盛土(流用土)

起工 R8

川上川（２工区、３工区）

川上川外砂防設備修繕工事（補助）

令和８年度施行



L=23.2m（H=3.8m）

②待受け擁壁

L=5.0m（H=5.7m）

③もたれ式擁壁
L=46.5m（H推定6.0m）

④もたれ式擁壁

L=12.0m（H=4.7m）

⑤待受け擁壁

L=14.3m（H=6.0m）

⑥もたれ式擁壁

擁壁L=8.0m

（H=5.4m）

⑨ブロック積み

L=40.0m（H=5.2m）
⑪もたれ式擁壁

L=40.0m（H=6.0m）

⑫もたれ式擁壁

400-2,000×2,000

A=270m2

⑬現場打ち吹付け工

S=1/2,500L=25.0m（H=4.9m）

①待受け擁壁

修繕対策工平面図

土石流危険渓流
山口谷川（標識）

注）壁面清掃等により変状箇所が増加することも予想されます。

　　変状箇所の増加や対策工の妥当性確認・対策工の変更等については、監督員と調整を行う必要があります。

コンクリート
階段工

五輪さん

L=12.4m

鋼製
階段工

L=88.1m（H=5.2m）
⑩もたれ式擁壁

鋼製
階段工

縦排水路

撤去・設置 L=6.0m
落石防護網

L=69.6m 推定2.0mm
ひび割れ補修

L=60.6m
推定2.0mm

ひび割れ補修

急傾斜地崩壊防止区域　関金町山口地区

ブロック積み擁壁
（台帳なし）

⑥-1もたれ式擁壁

ブロック積み擁壁
　（台帳なし）

急傾斜地標識

　　手が届かない位置のひび割れ幅は、0.1～5.0mm以下と目視想定、対策工はひび割れ注入工（エポキシ系樹脂）と想定しました。
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.
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1
81

.
1

209.9

183.3

216.4

218.9

219.3

1
83

.
4

189.6

170.7

177.7

185.3

173.9

174.6

177.0

182.2

188.3

1
99

.
2

193.8

167.7

1
70

.
1

175.4

1
73

.
9

170.8

177.3

181.3

187.9

1
62

.
3

167.5

1
70

.
1

174.7

185.9

197.8

194.7

191.3

1
77

.
5

175.9

1
92

.
5

1
71

.
9

188.1

矢送川

浅井川

黒谷川

115_常
藤
関
金
線

至）岡山（蒜山）

矢送神社

矢送川

115_常藤関金線

230

Vカット洗浄・モルタル注入

ひび割れ補修 L=7.6m
推定2.0mm

水路土砂堆積

L=25.7m

ひび割れ補修 L=4.4m　推定2.0mm

ひび割れ補修 L=5.3m 推定2.0mm

推定5.0mm L=7.6m

側面部ひび割れ補修 L=3.0m
ひび割れ幅4.0mm ひび割れ補修 L=2.0m

ひび割れ幅0.7mm

ひび割れ補修 L=16.4m
ひび割れ幅4.0mm

場所打ちU型水路 L=7.5m

側面部ひび割れ補修 L=13.2m 推定2.0mm

ひび割れ補修 L=2.5m
ひび割れ幅1.0mm

天端ひび割れ補修 L=1.0m
ひび割れ幅2mm

ひび割れ補修 L=120.6m
推定2.0mm

ひび割れ補修 L=22.8m
推定2.0mm

ひび割れ補修 L=49.6m
推定2.0mm

躯体断面修復 N=1個所

【設置候補地】
急傾斜地指定標識1号

側面部ひび割れ補修 L=5.0m
推定2.0mm

製作・設置 N=1個所

掘削・運搬処分

壁面高圧洗浄 A=49.1m2

壁面高圧洗浄 A=27.2m2

壁面高圧洗浄 A=49.0m2

ひび割れ補修 L=1.0m 推定2.0mm
壁面高圧洗浄 A=13.4m2

壁面高圧洗浄 A=57.7m2

壁面高圧洗浄 A=116.9m2

壁面高圧洗浄 A=39.0m2

M、MM

急 傾 斜 名

図 名

位 置

縮 尺

図 号

単 位

鳥 取 県

倉 吉 市 関 金町 山 口

中 部 総 合 事務 所 県 土 整 備 局

修繕対策工平面図

図　示

全　６　葉中の内　１

関 金 町 　 山口 地 区

令和　８　年度施行

空家

茶房

維持修繕対策工

凡　例

隣家

L=63.5m（H=8.2m）

⑦もたれ式擁壁

L=58.5m（H=3.5m）

⑧待受け擁壁

A=214.5m2
壁面高圧洗浄 A=89.9m2

壁面高圧洗浄

A=117.4m2
壁面高圧洗浄

壁面高圧洗浄

注）落石防護網は、破損個所のみを修繕する。

※A3版縮小率50％  

川上川外砂防設備修繕工事（補助）

起工 R8



（600）

⑧待受け擁壁　終点側

840

1200

8
0
0

⑧待受け擁壁

300@2=600300@3=900

注）躯体の取壊し・断面修復は、貫通ひび割れがカバーできる範囲として下さい。

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

（
6
5
0
）

規　格名　　称 単位 数　　量

1個所当り

18-8-40コンクリート 0.691ｍ3

小構造物型　枠 2.538ｍ2

D16mm L=600mm差　筋 12.000本
削孔径30mm 深度300mm
電動ハンマドリル削　孔 12.000個所
エポキシ樹脂系　1kgセット
参考:ボンドE200

コンクリート用
接着剤 1.000セット

規　格名　　称 単位 数　　量

1個所当り

人力、無筋コンクリート取壊し 0.691

運搬処理 t 1.624

【取壊し・殻処分】

ｍ3

8
0
0

（
1
0
0
0
）

（
6
5
0
）

注）差筋の設置位置は、端末支柱等に支障が無い位置として下さい。

注）落石防護柵（端末・中間支柱、ステイ、金網、金具等）の部材は、
当初設計においては取り換えを想定しているが、現地調査により現況
施設が健全であれば、再利用してください。

注）躯体寸法は想定であるため、
　　着工後再調査を行うこと。

規　格名　　称 単位 数　　量

10.0m当り

土砂　人力 0.75

積込み・運搬 ｍ3 0.75

ｍ3

100300

2
5
0

残土処分 ｍ3 0.75

関金町山口地区　　構造図（1/2）

掘削

※A3版縮小率50％  

M、MM

急 傾 斜 名

図 名

位 置

縮 尺

図 号

単 位

鳥 取 県

倉 吉 市 　 関金 町 　 山 口

中 部 総 合 事務 所 県 土 整 備 局

図　示

構造図（1/2）

全　６　葉中の内　２

令和　８　年度施行

関金町山口地区

砂防施設①待受け擁壁

S=1:10B300×H250mm

砂防施設⑦もたれ式擁壁
場所打ちU型水路

①待受け擁壁

（
1
:
0
.
3
）

S=1:20B300×H300mm

土砂掘削・処分

規　格名　　称 単位 数　　量

10.0m当り

18-8-40コンクリート 2.250ｍ3

小構造物型　枠 18.000ｍ2

t=10㎝　RC-40基礎砕石 8.000ｍ2

200300

3
0
0

200

700

1
5
0 4
5
0

1
0
0

規　格名　　称 単位 数　　量

10.0m当り

人力、無筋コンクリート取壊し 2.250

運搬処理 t 5.288

【取壊し・殻処分】

ｍ3

70050

800

50

注）底版厚と基礎砕石厚は、推定にて作図している。

⑦もたれ式擁壁

（
1:0.5）

砂防施設⑧待受け擁壁
躯体断面修復

S=1:25

（
1
:
0
.
2
）

（
1
:
0
.
3
）

差筋D16mm L=600mm
削孔径30mm 深さ300mm

差筋D16mm L=600mm
削孔径30mm 深さ300mm

貫通ひび割れ 貫通ひび割れ

端末支柱中間支柱 横ロープ、金網等 端末支柱

A=0.075m2

起工 R8

川上川外砂防設備修繕工事（補助）



●●地区急傾斜地崩壊危険区域

この土地の区域内において宅地造成、工作物の設置、
土砂採取等の行為をする場合は鳥取県知事の許可が
必要ですから、中部総合事務所県土整備局にご相談
下さい。

7
0
㎝

以
上

90㎝以上

（指定区域の概要図）

注
1
）

1
2
0
～

1
5
0
㎝

鳥

取

県

年
 
月
 
日
指
定

GL

関金町山口地区　構造図（2/2）

※A3版縮小率50％  

M、MM

急 傾 斜 名

図 名

位 置

縮 尺

図 号

単 位

鳥 取 県

倉 吉 市 　 関金 町 　 山 口

中 部 総 合 事務 所 県 土 整 備 局

図　示

令和　８　年度施行

全　６　葉中の内　３

構造図（2/2）

関金町山口地区

900

6
5
0

200 500 200

1
5
0

2
0
0

4
0
0

1
0
0

400

500

GL

1
2
5
0

GL

基礎コンクリート

σck=18N/mm2 

基礎砕石RC-40、ｔ=10㎝

根かせ　L型鋼300×30×3mm

メラミン白焼き付塗装・キャップ付き

止ボルト9×75mm

アルミ鋼板　t=1.2mm
メラミン白焼き付塗装・文字は黒色

7
0
0

補強版　平鋼850×65×9mm

400

500

4
0
0

5
0
0

基礎工

　床掘り＝0.3m3
　コンクリート＝0.06m3
　型枠＝0.6m2
　基礎砕石＝0.03m3

第1号標識

鳥

取

県

年

 

月

 

日

指

定

注
2
）

規　格

平鋼　t=9mm

B900×H700mm t=1.2mm

名　　称

アルミ鋼板

補強版

数量表：急傾斜地　指定標識1号

単位 数　　量

1個所当り

止め金具 8

サドルハンド 4個

個サドルバンド用

850

サドルバンド　SUS304

L形鋼 300×30×3mm

φ48.6mm L=2.25m鋼管ポール

根かせ

【基礎工】

止ボルト 2.0個9×75mm

18N/mm2

土　砂床掘り

コンクリート

基礎砕石 0.06

型　枠 1.20m2

m3

m3

m3RC-40 t=10㎝

小型構造物

0.12

0.6

注）標識板や支柱には、別途「概要図」「注意書き」「鳥取県」「指定年月日」等を
　　記載する必要があります。

SUS304 鋼管φ60.8mm用

枚 2

1枚

本 2

本 2

鋼管φ60.8mm用

鋼管ポール2,250×60.8×3.2mm

注）標識板の設置高さは1.2m以上とし、設置する現場状況
　　を考慮して、設定高さを決定すること。

注）標識板記載内容のレイアウト等は、製作前に発注者に
　　確認すること。

急傾斜指定地　標識規格図

S=1:20

第1号標識規格図

急傾斜地【指定】標識1号
製作・設置

S=1:10

川上川外砂防設備修繕工事（補助）

起工 R8



25.00

4
.
9
0

L=7.6m
ひび割れ補修（推定2.0mm）

①待受け擁壁　正面図
台帳なし　L=5.7m
ブロック積み擁壁 S=1/200

土砂床掘り・運搬処分
L=25.7m

水路土砂堆積

23.20

3
.
8
0

②待受け擁壁

5.00

③もたれ式擁壁

5
.
7
0

46.50

H
推

定
6
.
0
0

④もたれ式擁壁（H推定6.0m）

12.00

⑤待受け擁壁

14.30

⑥もたれ式擁壁

6
.
0
0

L=5.3m
ひび割れ補修（推定2.0mm）

4
.
7
0

b判定、
C判定なし

1
.
5
0

1
.
5
0

12.40

⑥-1 もたれ式擁壁

（新規追加）

階段工

L=4.4m
ひび割れ補修（推定2.0mm）

1
.
5
0

注）待受け擁壁のひび割れ補修延長は、表面×2（裏面）として計上することを基本とするが、
　　施設①の背後は地形状況より困難と推測されるため、表面のみを計上する。

Vカット・洗浄 モルタル注入
L=7.6m（推定5.0mm）

ひび割れ補修

（推定2.0mm）
L=12.4×4=49.6m

ひび割れ補修

H

柵
高

h

待受け擁壁　断面図

注）砂防点検に記載された各構造物の高さHに、根入れhは
　　含まれていないと推測しています。

H

h

もたれ式擁壁　断面図

凡　例

維持修繕対策工

壁面高圧洗浄（人力）

A=9.6×4.9×√1.09=49.1m2
壁面高圧洗浄

認められない。L=22.0m→経過観察
落石防護網及び端末支柱に、損傷は

A=6.4×3.8×√1.25=27.2m2
壁面高圧洗浄

A=7.3×6.0×√1.25=49.0m2
壁面高圧洗浄 A=8.6×6.0×√1.25=57.7m2

壁面高圧洗浄

注）待受け擁壁のひび割れ補修延長は、表面×2（裏面）として計上することを基本とするが、
　　施設②の背後は地形状況より困難と推測されるため、表面のみを計上する。

壁面高圧洗浄は、
不要と推測される。

柵
高

伐採→維持管理課対応

伐　採

経過観察（参考添付）

注）各正面図等は、砂防点検資料から作図した概略図です。

急傾斜地崩壊対策施設修繕　関金町山口地区

注）壁面清掃等により変状箇所が増加することも予想されます。
　　変状箇所の増加や対策工の妥当性確認・対策工の数量変更等については、監督員と調整を行う必要があります。

補修詳細図（1/3）

起工 R8

川上川外砂防設備修繕工事（補助）

M、MM

急 傾 斜 名

図 名

位 置

縮 尺

図 号

単 位

鳥 取 県

倉 吉 市 関 金町 山 口

中 部 総 合 事務 所 県 土 整 備 局

図　示

全　６　葉中の内　４

令和　８　年度施行

補修詳細図（1/3）

関 金 町 　 山口 地 区

※A3版縮小率50％  

側面ひび割れ補修
L=3.0m ひび割れ幅4mm

壁面高圧洗浄 A=6.0×2.0×√1.25=13.4m2
支柱施工部のひび割れ
ひび割れ補修L=1.0m（推定2.0mm）

側面ひび割れ補修L=5.0m（推定2.0mm）
コア抜きの痕跡あり。

垂直打ち継ぎ目破損
L=1.2m→経過観察

縦目地変状
L=4.0m→経過観察



63.50

8
.
2
0

ひび割れ幅4mm
ひび割れ補修　L=16.4m

⑦もたれ式擁壁

17.40

撤去・設置L=6.0m
落石防護網の

L=7.5m
場所打ちU型水路

L=8.0m
転落防止柵の腐食

5
.
4
0

5
.
2
0

5
.
2
0

3
.
5
0 1
.
5
0

1
.
5
0

H

ブロック積み擁壁　断面図

H

柵
高

h h

待受け擁壁　断面図

注）砂防点検に記載された各構造物の高さHに、根入れhは
　　含まれていないと推測しています。

41.10

L=35.1m→経過観察
落石防護網全体に発錆は有るが、損傷は認められない。躯体断面修復

N=1個所

貫通ひび割れ部

注）人の転落防止柵（金網タイプ及び4段ビーム等）は、
　　機能回復施設であり「砂防・急傾斜施設」には該当
　　しないものと判断する。よって人を対象とした転落
　　防止柵は、更新・復旧施設の対象としない。

鋼製階段工

8.00

⑨ブロック積み擁壁　正面図

88.10

⑩もたれ式擁壁　正面図

柵
高

L=20.2×3=60.6m
ひび割れ補修（推定2.0mm）

コア抜きの痕跡多数あり。

L=17.4×2列×2（表裏）=69.6m
ひび割れ補修（推定2.0mm）

修繕対象外

⑧待受け擁壁

58.50

注）⑧待受け擁壁のひび割れ補修延長は、
　　表面延長×2（裏面）として計上する。

H

h

もたれ式擁壁　断面図

Ａ～Ａ´断面
側面部のひび割れ延長
平均長×本数
0.6×11＋2.2×3=13.2m

1.20

0
.
8
0

落石防護網全体に発錆は有るが、損傷は認められない。L=77.4m→経過観察

転落防止柵

⑦
⑧

Ｃ断面
ひび割れ補修L=2.5m
ひび割れ幅1.0mm

2
.
5
0

柵
高

凡　例

維持修繕対策工

伐　採

壁面高圧洗浄（人力）

経過観察（参考添付）
3
.
5
0

A=23.4×8.2×√1.25=214.5m2
壁面高圧洗浄

A=17.4×3.5×√1.09×2（表裏）=89.9m2
壁面高圧洗浄

A=20.2×5.2×√1.25=117.4m2
壁面高圧洗浄

1:0.5

1
:
0
.
3

⑩ ⑩

起工 R8

川上川外砂防設備修繕工事（補助）

注）各正面図等は、砂防点検資料から作図した概略図です。

S=1/200補修詳細図（2/3）

注）壁面清掃等により変状箇所が増加することも予想されます。
　　変状箇所の増加や対策工の妥当性確認・対策工の数量変更等については、監督員と調整を行う必要があります。

急傾斜地崩壊対策施設修繕　関金町山口地区

M、MM

急 傾 斜 名

図 名

位 置

縮 尺

図 号

単 位

鳥 取 県

倉 吉 市 関 金町 山 口

中 部 総 合 事務 所 県 土 整 備 局

図　示

令和　８　年度施行

全　６　葉中の内　５

補修詳細図（2/3）

関 金 町 　 山口 地 区

※A3版縮小率50％  

ひび割れ補修 L=2.0m
ひび割れ幅0.7mm

側面部ひび割れ補修
L=13.2m（推定2.0mm）

側面縦方向の
ひび割れ補修L=2.5m
ひび割れ幅1.0mm

Ａ Ａ´ Ｂ Ｂ´

縦打ち継目付近の破損
L=2.0m→経過観察

急傾斜地指定標識1号
制作・設置　候補地

急傾斜地危険標識2号
設置済み

Ｃ



40.00
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.
2
0

⑪もたれ式擁壁　正面図

（地形図1/2,500より6.30m）

ブロック積み擁壁（台帳なし）

L=20.1×6=120.6m
ひび割れ補修（推定2.0mm）

L=5.7×4=22.8m
ひび割れ補修（推定2.0mm）

40.00

⑫もたれ式擁壁　正面図

6
.
0
0

（R2年現場踏査写真より推定）
L=3.5×3=10.5m

ひび割れ

（34.2）

⑬現場打ち吹付け工
400-2,000×2,000mm
A=270㎡

もたれ式擁壁　断面図

H

注）砂防点検に記載された各構造物の高さHに、
　　根入れhは含まれていないと推測しています。

h

落石防護網全体に発錆は有るが、損傷は認められない。L=37.1m→経過観察

b判定、C判定なしと評価されているが、
雑草により詳細は不明、未確認。

注）雑草により詳細は不明、未確認

注）雑草により詳細は不明、未確認

凡　例

維持修繕対策工

伐　採

壁面高圧洗浄（人力）

経過観察（参考添付）

（孕み出し７mm）
L=5.6m

水平打ち継目のずれ

茶房隣家 空家

柵
高

側面部のひび割れ延長
平均長×本数
1.3×3＋0.6×3=5.7m

⑫

コア抜きの痕跡

A=20.1×5.2×√1.25=116.9m2
壁面高圧洗浄

A=6.7×5.2×√1.25=39.0m2
壁面高圧洗浄

経過観察

6
.
0
0

経過観察

注）各正面図等は、砂防点検資料から作図した概略図です。

S=1/200

注）壁面清掃等により変状箇所が増加することも予想されます。
　　変状箇所の増加や対策工の妥当性確認・対策工の数量変更等については、監督員と調整を行う必要があります。

Ｄ断面

補修詳細図（3/3）

急傾斜地崩壊対策施設修繕　関金町山口地区

起工 R8

川上川外砂防設備修繕工事（補助）

M、MM

急 傾 斜 名

図 名

位 置

縮 尺

図 号

単 位

鳥 取 県

倉 吉 市 関 金町 山 口

中 部 総 合 事務 所 県 土 整 備 局

図　示

令和　８　年度施行

全　６　葉中の内　６

補修詳細図（3/3）

関 金 町 　 山口 地 区

※A3版縮小率50％  

側面のひび割れ
L=5.7m→経過観察天端ひび割れ補修

L=1.0m
ひび割れ幅2.0mm

鋼製階段工 縦排水路

民民境界
ブロック塀 Ｄ


